
昭
和
二
十
六
年
、
創
刊
当
時
の

秋
田
市
は
、
人
口
増
に
よ
り
水
道

の
給
水
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
創
刊
号
一
面(

Ｓ

26
・
７
・
15)

に
は
、「
夜
間
断
水
、

昼
間
制
水
に
悩
ま
さ
れ
、
ポ
ン
プ

場
と
配
水
管
を
突
貫
工
事
」の
記
事
。

第
二
号(

Ｓ
26
・
８
・
20)

で
も
「
本

格
化
す
秋
田
市
水
道
工
事
」
の
見
出

し
で
、
八
橋
、
川
尻
地
区
で
行
っ

て
い
る
配
水
管
布
設
作
業
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
事
情
も
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
た
よ
う
で
、
住
宅
難
緩
和
の

た
め
「
年
内
に
庶
民
住
宅
30
戸
」(

Ｓ

26
・
８
・
20)

と
、
市
営
住
宅
の
建

設
。「
越
冬
用
木
炭
の
入
荷
」(

同)

と
題
し
、
冬
に
備
え
て
市
で
三
万

俵
の
炭
を
確
保
し
た
と
い
う
の
も

当
時
な
ら
で
は
。

「
人
は
右
、
車
は
左
。
さ
あ
、
皆
で

協
力
を
！
」(

Ｓ
26
・
10
・
20)

と
、

道
路
の
歩
き
方
の
細
か
い
指
導
も

あ
り
ま
し
た
。

「
市
民
は
何
を
希
望
し
て
る
か
」

(

Ｓ
26
・
11
・
５)

は
、
市
内
十
四
か

所
で
初
め
て
開
か
れ
た
市
役
所
と

町
内
協
力
員
と
の
懇
談
会
の
記
事
。

白
熱
し
た
質
疑
・
応
答
の
内
容
が
、

一
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

面
白
い
の
は
「
ネ
ズ
ミ
を
取
り
ま

し
ょ
う
！
」(

Ｓ
26
・
12
・
20)

。
伝

染
病
を
媒
介
す
る
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ

を
ま
き
散
ら
す
ネ
ズ
ミ
を
退
治
し

よ
う
と
、
全
市
一
斉
の
ネ
ズ
ミ
取

り
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
取

っ
た
ネ
ズ
ミ
は
子
ど
も
が
学
校
へ

持
っ
て
い
く
と
、
市
役
所
で
一
匹

五
円
で
買
い
上
げ
る
と
い
う
仕
組

み
で
し
た
。

「
キ
ャ
ラ
メ
ル
付
き
蠅ハ

エ

と
り
運
動
」

(

Ｓ
27
・
６
・
１)

が
行
わ
れ
た
の
も

こ
の
頃
。
赤
痢
の
原
因
と
も
な
る

ハ
エ
は
当
時
の
大
敵
。
ハ
エ
を
五

十
匹
つ
か
ま
え
て
市
役
所
に
持
っ

て
い
く
と
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
一
箱
と

交
換
。「
健
康
な
街
を
ボ
ク
達
で
」

と
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
十
日
間
で
七
万
七
千

七
百
匹
の
ハ
エ
が
捕
ら
え
ら
れ
た

と
報
じ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
伝
染
病
な
ど
も
多
く
、

衛
生
面
が
と
て
も
心
配
な
時
代
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。

「
城
下
町
大
秋
田
市
が
近
代
的
交

通
の
発
展
に
対
応
す
る
に
は
…
」

(
Ｓ
27
・
11
・
15)

は
、
市
民
か
ら
募

集
し
た
交
通
安
全
論
文
の
紹
介
。

人
口
、
自
動
車
が
急
増
す
る
な
か
、

道
路
が
狭
く
、
十
字
路
、
曲
折
が

戦
争
が
終
わ
り
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
十
五
日
に「
広

報
あ
き
た
」
が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
千
五
百
号
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
半
世
紀
。
五
十
年
の
歴
史
っ
て
、
長
い
の

か
、
短
い
の
か
。
と
も
あ
れ
、
昔
の
広
報
を
見
て
み
る
と
、

大
き
な
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
創
刊
当
時
か
ら
の
記

事
を
ち
ょ
っ
と
拾
い
読
み
…
…
。

まだまだ不便な
時代だったんじ
ゃな

いろいろ考え
ておったのう

●広報あきた●
おかげさまで
1,500号

●広報あきた●
おかげさまで
1,500号

ハエ50匹でキャラメル１箱
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